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は じ め に
現在多くの自治体で行われている乳幼児健診は， 3 ～ 4 か月健診， 1 歳 6 か
月健診， 3 歳児健診である．この他に自治体によっては 6 か月健診，10か月健
診， 1 歳児健診， 5 歳児健診などが行われている． 3 ～ 4 か月健診については
母子保健法第13条および厚生労働省からの通知に基づき昭和40年代から多くの






















三重県名張市では，これまで実施してきた 4 か月，10か月， 1 歳 6 か月，
3 歳 6 か月健診に加え，平成24年 4 月から 5 歳児健診を実施している．開始後


























行に始まり，平成18年 4 月の「障害者自立支援法」の施行，同年 6 月の「学校




























成23年度は市内公私立 5 園で試験的に 5 歳児健診を行い，平成24年度から市内
全園および未就園児も含めて，市内すべての 5 歳児の健診が行われている．














●個別の発達観察 「 5 歳児健康診査票」（小枝方式改訂版）（以下「健
診票」）21項目の内容を実施者と記録者の 2 名 1 組
で実施．
●集団の発達観察 ア 自由遊び イ 朝の会 （呼名，歌 2 曲）





























対 象 者 受診者数 健 康 治療経過観察中 要経過観察 未 受 診





























再 健 診 39 19 12 4 4（2） 2（1) 1 15
発達支援教室 12 1 4 － 7 4（4) 7
二 次 健 診 8 4 1 － 3 1
園での支援 65 30 30 4 3（1) 2（2) 22









































































長（保育士）の他，事務職 1 ，保育士 2（臨時職員 1 を含む），保健師 3（健
康支援室兼務），教員 2（教育センター兼務），臨床心理士 1 の計10名であ
る．健診に時間と人手がかかるため，これ以上対象児が増えると対応でき
































































けではない．岡田らの研究によれば，PDD，MR は 3 歳児健診までにほ
ぼ把握され，ADHD，構音障害では 5 歳児健診で新たに把握されたケー
スが多く，LD は 5 歳児健診から就学前までに把握されることが明らかに
なった，としている（岡田香織他「発達障害児の発見における５歳児健診
の有用性 ― 就学前までのフォローアップを通して ― 」児童精神医学とそ













児健康診査の現状と課題」石川看護雑誌 Vol.9 2012 p.135
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